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布面と平行な空気抵抗力の布の動的変形に及ぼす影響
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［目的］衣服の動的な変形予測はすでにおこなわれている。しかし、予測された形状か実

際とどれだけ一致しているかについては議論されていない。そこで、風の影響を受けた場

合における妥当な物理法則を明確にし、布の空気抵抗係数の計測法を確立した。これに基

づいて、布の動的変形を予測することを試みた。

　［方法］まず、一定の風か吹いた状態で、布を一端固定で落下させ、その形状変化を計測

し、この変形過程をシミュレートする数値計算と比較した。前回の研究結果から、数値計

算で用いる空気抵抗力は布面に垂直な方向だけでなく、布面に平行な方向にも働くと仮定

した。垂直方向の力については、試料か風の影響を受けて静止した時の垂直方向との角度

と布の重さから、モーメントの釣り合い方程式を用いた。これより、試料の垂直方向に加

わる力を求め、試料の角度と風速からこの力を求める実験式を最小2乗法により算出した。

平行方向の力を求める実験式の係数は先に求めた実験式の係数を用いた。次に、この実験

式を用いて数値計算プログラムを作成した。数値計算においては、慣性項、弾性項（伸び

と曲げ）、内部粘性項（弾性項に対応）、外力として重力項、空気抵抗の項を考慮した運

動方程式を想定した。
　［結果］垂直方向の空気抵抗力のみを仮定した場合、実験と数値計算の結果は、大まかな

形状変化しか一致しなかった。しかし、布面に平行な方向の空気抵抗力を考慮することで、

細かな変形過程まで実験結果と一致した。

2Na－2 婦人服地の動的シルエットと布の基本力学特性

神戸女大紋○中西正恵鼓女大生活無丹羽雅子

目的フアション性に富む婦人mでは、触感や着心地のよさとともに、外観の美しさが特に重要

である。その美しさは、静止状態でのシルエットだけでなく、動作や風に伴い生じる布の揺動、

ひだなど動的シルエットにおいて強調される。本研究では、動的シルエットと布の力学特性との

関連を見出し、より感性度の高い衣服の設計に役立つ基礎資料を得ることを目的とする。

　方法実験用衣服は最も単純な構造とし、フレアーの入ったチュこツク型のワンピースで袖は

袖ロパフのセットインスリーブとした。モデルがスリップの上からワンピースを着用し、歩行や

階段昇降などの日常的な動作をし、評価者はこれを見て、動的シルエットの美しさ、揺動などの

視覧評価をＳＤ法により行う。布試料はデザイン釣レースフィットのワンピースであるため、既

報の布の力学特性に基づく最適シルエット判別法1)より、主としてテーラードタイプに用いられ

る布は除き、はり、ドレープタイプの布(綿、毛、絹、ポリエステル、テンセルなど15種)を用

いた。一方、これらの布の引張り、せん断、曲げ、目付けなどの基本力判寺性を高感度条件2)で

測定するほか、低曲率での曲げ、せん断振動特性などを測定し、これらとワンピースの視覚評価

との関連を検討する。

　結果布の振動特性に及ぼす布の単位面積当りの曲げ、せん断特性の弾性成分、ヒステリシス

成分の寄与が明らかになり、これらが、官能による動的シルエットの美しさに影響することが関

連づけられた。

文献l)Masae Nakanishi, Masako Niwa : Proc. of the 23rd Textile Research Symposium at

Mt. Fuji p2l7 (1994)2)川端季雄・丹羽雅子：日本繊維機械学会誌、voL37, T113 (1984)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　243


